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純
情
産
地
い
わ
て
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス

特集

Vol.3

5
月
号
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス

制
定
ま
で
の
背
景
に
つ
い
て
、つ
づ
く
6

月
号
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
と
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
込
め
ら
れ
た
意
味
や
想
い
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
制

定
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

純
情
産
地
い
わ
て

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
宣
誓
式

本
会
が
目
指
す
べ
き
理
想
像
を
「
ブ
ラ

ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
」
と
し
て
制
定
し
、
生
産

者
・
消
費
者
・
地
域
社
会
等
へ
周
知
す
る

た
め
、
令
和
3
年
4
月
に
純
情
産
地
い

わ
て
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
宣
誓
式
を
開
催

し
ま
し
た
。
式
で
は
、
達
増
岩
手
県
知
事

や
J
A
岩
手
県
青
年
協
議
会
な
ら
び
に

J
A
岩
手
県
女
性
協
議
会
の
会
長
、
当

時
「
純
情
産
地
い
わ
て
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

を
つ
と
め
て
い
た
「
の
ん
」
さ
ん
に
も
参

私
た
ち
は
、
ひ
た
む
き
に
農
業
に
取
り
組
む
生
産
者
の
想
い
を
消
費
者
ま
で
ひ

ろ
げ
、
岩
手
の
農
業
お
よ
び
農
畜
産
物
の
価
値
を
高
め
、
未
来
へ
と
つ
な
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
強
く
根
を
張
り
、
岩
手
の
未
来
を
ま
え
む
き
に

支
え
続
け
ま
す
。

◦「
生
産
者
手
取
り
最
大
化
」に
向
け
た
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
と
水
平
展
開

◦
園
芸
生
産
農
家
の
規
模
拡
大
と
中
山
間
地
域
で
の
生
産
拡
大
推
進

◦
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
米
穀
系
統
集
荷
の
拡
大

◦
畜
産
酪
農
事
業
に
お
け
る「
県
内
一
貫
生
産
体
系
シ
ス
テ
ム
」の
推
進

◦
県
産
農
畜
産
物
の
安
定
供
給

◦
県
内
外
お
よ
び
国
外
で
の
販
売
促
進
活
動

◦
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
Ｐ
Ｒ

◦
小
中
学
校
を
対
象
に
し
た
畜
産
酪
農
出
前
授
業
の
実
施

◦
子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
特
別
協
賛

◦
県
内
大
学
食
堂
へ
の
食
材
提
供

「
つ
な
げ
る
」

い
わ
て
の
農
業
を
継
承
し
、価
値
を
高
め
、未
来
へ
繋
げ
る

「
ひ
ろ
げ
る
」

「
根
を
張
る
」

生
産
者
と
と
も
に
、そ
の
想
い
を
消
費
者
の
食
卓
へ
と
広
げ
る

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、強
く
根
を
張
る

加
い
た
だ
き
、
刷
新
さ
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
除
幕
式
や
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
の
宣
誓

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
を
つ
う

じ
て
、
生
産
者
・
消
費
者
・
地
域
社
会
に

向
け
て
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
本
会

職
員
は
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
を
胸
に
、ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
こ
の
先
３０
年
、
４０
年
と
生
産

者
、
消
費
者
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
努
力

し
続
け
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
に

基
づ
く
活
動

「
純
情
産
地
い
わ
て
」
の
ブ
ラ
ン
ド

を
「
生
産
者
」「
消
費
者
」「
地
域
社

会
」
へ
の
約
束
で
あ
る
と
定
義
づ
け

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
目
指
す
べ
き

理
想
像
に
向
け
、「
つ
な
げ
る
」「
ひ

ろ
げ
る
」「
根
を
張
る
」
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
活
動

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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夏
秋
野
菜
の「
顔
」と
な
っ
た

県
産
ピ
ー
マ
ン
の
評
価

本
県
夏
秋
野
菜
を
代
表
す
る
品
目
が

ピ
ー
マ
ン
に
置
き
換
わ
っ
て
数
年
が
経
過

し
ま
す
が
、市
場
か
ら
は
品
質
を
懸
念
す

る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は

「
尻
腐
果
」、「
赤
果
」、「
ト
ロ
ケ
果
」と
言

わ
れ
る
果
実
障
害
が
発
生
し
県
産
ピ
ー
マ
ン

の
評
価
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、「
尻
腐
果
」へ
の
対
応
と
し
て

岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー（
以
下「
岩
手

農
研
セ
」）で
は
試
験
研
究
課
題
に
据
え
、

全
農
岩
手
県
本
部（
以
下「
県
本
部
」）で

は
現
地
実
証
圃
を
設
置
し
栽
培
面
か
ら
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、今
回
は
県
本
部
が
取
り
組
ん
だ

実
証
結
果
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

尻
腐
果
の
原
因
は

カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
？
カ
リ
過
剰
？

尻
腐
果
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
欠
乏
や
水
分
不

足
、高
温
等
が
原
因
で
発
生
す
る
、と
い
う

こ
と
は
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
こ

で
、岩
手
農
研
セ
で
は
適
正
か
ん
水
の
観
点

か
ら
天
気
や
日
別
に
応
じ
た
株
あ
た
り
の

か
ん
水
指
標
を
研
究
成
果
と
し
て
公
表
し

ま
し
た
。

一
方
、県
本
部
で
は
、カ
ル
シ
ウ
ム
の
欠
乏

と
カ
リ
過
剰
の
関
係
に
着
目
し
、表
１
に

沿
っ
て
現
地
実
証
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

実
態
調
査
等
か
ら
カ
リ
過
剰
が
主
た
る
原

ピーマン尻腐果の
発生低減に向けて

ま
し
た
。ま
た
カ
リ
を
無
施
肥
で
栽
培
し
て

も
単
収
12
ｔ
／
10
ａ
を
達
成
で
き
る
等
生

育
が
安
定
し
、土
壌
中
に
蓄
積
し
た
カ
リ
が

大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た

（
い
ず
れ
も
デ
ー
タ
省
略
）。

今
回
の
実
証
結
果
を
踏
ま
え
尻
腐
果
の

発
生
低
減
対
策
を
表
２
に
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、岩
手
農
研
セ
の
研
究
成
果
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。な
お
、県

本
部
の
実
証
結
果
を
詳
し
く
知
り
た
い
場

合
は
Ｊ
Ａ
各
担
当
ま
た
は
生
産
振
興
戦
略
室

（
担
当
三
田
）ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。

本
県
夏
秋
野
菜
の「
顔
」と
な
っ
た
ピ
ー
マ

ン
の
品
質
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、消
費
者

か
ら
の
信
頼
の
安
定･

向
上
に
努
め
た
い
も

の
で
す
。さ
あ
、が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

因
と
考
え
、カ
リ
の
吸
収
を
抑
え
な
が
ら
カ

ル
シ
ウ
ム
を
切
れ
目
な
く
吸
収
さ
せ
る
こ
と

が
効
果
的
と
の
仮
説
を
た
て
、土
壌
分
析

結
果
を
踏
ま
え
て
元
肥
、追
肥
と
も
リ
ン

酸
、カ
リ
を
無
施
肥
と
し
、窒
素
と
カ
ル
シ
ウ

ム（
種
類
：
硝
酸
石
灰
）の
み
の
施
肥
で
栽

培
で
き
る
！
と
農
家
を
説
得
し
２
年
間
取

組
ん
で
き
ま
し
た
。実
証
に
あ
た
っ
て
は
時

期
別
の
硝
酸
石
灰
の
施
用
量
と
か
ん
水
量

の
各
指
標
を
作
成
し
農
家
が
不
安
な
く
取

り
組
め
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

尻
腐
果
の
発
生
も
低
減
し

カ
リ
の
蓄
積
量
も
大
幅
に
減
少

実
証
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
３
戸
と
も
実

証
前
に
比
較
し
尻
腐
果
の
発
生
は
低
減
し

写真　尻腐果の発生が低減し12t/10aを達成した実証圃（北上市）

園芸部
生産振興戦略室

三田  重雄

花
き
販
売
対
策
会
議

令
和
7
年
6
月
5
日（
木
）

り
ん
ど
う
や
小
菊
に

代
表
さ
れ
る
県
産
花
き

の
出
荷
シ
ー
ズ
ン
を
目
前

に
控
え
、生
育
状
況
や

需
給
動
向
、各
種
課
題

を
共
有
し
、販
売
強
化
と

生
産
振
興
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
本
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。こ
こ

数
年
、高
齢
化
に
よ
る
生

産
者
の
減
少
や
気
候
変

動
に
よ
り
、販
売
金
額
は

30
億
円
を
割
り
込
ん
で
い
ま
す
。本
会
で
は
、収
穫
後
の
鮮

度
保
持
技
術
の
実
証
を
重
ね
、需
要
期
に
出
荷
の
ピ
ー
ク

を
合
わ
せ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。本
会
の
畠
山
副

本
部
長
は「
令
和
8
年
度
に
は
、省
力
栽
培
態
勢
を
確
立

す
る
予
定
で
あ
り
、作
付
面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。技

術
導
入
に
よ
る
安
定
数
量
の
確
保
を
前
提
に
、生
産
者
が

十
分
な
手
取
り
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」と
説
明

し
ま
し
た
。

６
月
１
日
は
牛
乳
の
日

令
和
7
年
5
月
30
日（
金
）

県
内
の
酪
農
業
と
県
産

牛
乳
へ
の
理
解
・
関
心
を

高
め
、消
費
拡
大
を
図
る

た
め
に
、６
月
１
日
の「
世

界
牛
乳
の
日
」に
合
わ
せ

て
、県
内
Ｊ
Ａ
と
岩
手
県

牛
乳
普
及
協
会
の
共
催
で

岩
手
県
産
牛
乳
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
し
た
。今
年

は
２
０
０
㎖ 
の
牛
乳
パ
ッ

ク
お
よ
そ
３
，２
０
０
個

を
用
意
し
、県
内
の
三
つ

の
大
学
と
三
つ
の
駅
で
配
布
し
ま
し
た
。

岩
手
大
学
で
は
午
前
中
の
講
義
が
終
わ
る
頃
に
配
り
始

め
、お
昼
過
ぎ
に
は
１
，３
０
０
個
す
べ
て
の
牛
乳
が
学
生
た

ち
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
畜
産
酪
農
部
の
大
津
専
任
部
長
は
、「
学
校
給
食
を

終
え
た
後
の
世
代
は
、急
速
に
牛
乳
離
れ
が
進
む
傾
向
が
あ

る
。改
め
て
岩
手
県
産
牛
乳
の
美
味
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
、

『
い
わ
て
の
牛
乳
フ
ァ
ン
』を
増
や
す
き
っ
か
け
に
し
た
い
。」と

話
し
牛
乳
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
農

Ｗ
Ｃ
Ｂ
Ｆ
少
年
野
球
教
室令和

7
年
6
月
14
日（
土
）

盛
岡
市
の
き
た
ぎ
ん

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
で「
一
般

財
団
法
人
世
界
少
年
野

球
推
進
財
団
（
Ｗ
Ｃ
Ｂ

Ｆ
）」主
催
の
野
球
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今

年
で
33
年
目
の
開
催
と

な
り
、岩
手
県
で
の
開
催

は
10
年
ぶ
り
4
回
目
、盛

岡
で
は
初
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
元
プ
ロ
野
球

選
手
の
中
畑
清
さ
ん
、緒

方
耕
一
さ
ん（
と
も
に
巨
人
Ｏ
Ｂ
）、里
崎
智
也
さ
ん（
ロ
ッ
テ

Ｏ
Ｂ
）、五
十
嵐
亮
太
さ
ん（
ヤ
ク
ル
ト
Ｏ
Ｂ
）ら
が
講
師
を

務
め
、お
よ
そ
１
６
０
名
の
子
ど
も
た
ち
に
ピ
ッ
チ
ン
グ
や
バ
ッ

ティ
ン
グ
を
指
導
し
ま
し
た
。指
導
者
や
保
護
者
を
対
象
に
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
栄
養
管
理
の
講
習
会
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、本
会
か
ら
講
師
陣
へ「
い
わ
て
牛
」と「
銀
河
の
し

ず
く
」を
贈
呈
し
ま
し
た
。

●各事業部プロミス活動 ●

「純情産地いわて」が目指す「理想像」その3つの柱。

「つなげる」

「ひろげる」

「根を張る」

いわての農業を継承し、
価値を高め、
未来へ繋げる。

生産者とともに、
その想いを

消費者の食卓へと
広げる。

地域社会の
一員として、
強く根を張る。

花き販売対策会議のようす

岩手大学で牛乳を配布する畜産酪農部の大津専任部長

講師へ「いわて牛」・「銀河のしずく」が贈呈されました

■表1　3年間の活動
R4年度 R5年度 ･R6年度

実態調査
 1. 調査農家数　9戸（うち発生農家４戸）
 2. 調査内容　
 　 ①栄養診断※　②土壌分析　③聞き取り

現地実証
 1. 実証農家数　3戸
 2. 調査内容
 　 R4 年度と同様

※栄養診断：Ｎo３-､Ｋ+､Ca2+をコンパクトイオンメーターで測定

■表２　尻腐果の発生低減に向けた対策
1. かん水をしっかり行う 　　  →岩農研セの研究成果等を参考
2. 排水対策をしっかり講じる　→1. と 2. を一体的に考える 
3. カリを過剰に蓄積させない
　 ①土壌診断結果に基づく肥培管理に心がける
　 ②カリ過剰圃場では減肥 ･無施肥を徹底する
　 ③動物由来の堆（厩）肥の施用を見直す…等
4. 硝酸石灰を施用する     　
　　（注）「硝酸石灰」を過信せずに1. ～ 4. をセットで考える



いわて純情むすめ決定！！
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JAいわてグループ「いわて純情野菜トップセールス」

2
0
2
5
い
わ
て
純
情
む
す
め
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

令
和
7
年
７
月
か
ら
令
和
8
年
６
月
ま
で
の

１
年
間
、県
内
外
の
活
動
を
通
し
て
、「
純
情

産
地
い
わ
て
」の
農
畜
産
物
を
全
国
へ
P
R

し
ま
す
！

❶ 趣味：旅行、料理、おいしいものを食べること
　特技：100m走、アナウンス

❷「きゅうり」
　 さっぱりした味とシャキッとした食感が好きで
サラダには必ず入れています。そのままかじっ
ておやつにできるのも手軽で良いところです。
夏の食欲のない時にも助けられています。浅漬
けにして梅と和えて、塩もみをして酢の物に、
さっぱりした一品が欲しい時に大活躍するので
常に冷蔵庫には入れておきたいお野菜です。

❸ おいしい農畜産物がたくさんある岩手県。県
外に出てはじめて、あたりまえだと思っていた
そのおいしさがあたりまえではないことに気
づきました。消費者の方はもちろん生産者の方
の声を聞き、自分も学びながら県内外の方々
にもっと岩手のおいしいものを知っていただ
けるよう、まえむきに、ひたむきに精一杯努め
てまいります！

❶趣味：映画鑑賞
　特技：弓道

❷「レタス」
　 岩手県産のレタスを初めて食べた時、今までに
食べたものとは違い、葉に厚みがあってとても
食べ応えがあり、新鮮で美味しかったです。　

❸ 純情むすめに選ばれて大変嬉しく思います。
　 移住者という視点を生かして、岩手県の農畜
産物の魅力をたくさん発見していきたいで
す。生産者の想いものせて1人でも多くの方
に岩手県の素晴らしさを知っていただけるよ
う努めて参ります。
　1年間どうぞよろしくお願いいたします

❶趣味：映画、ドラマ鑑賞
　特技：絵を描くこと　

❷「牛乳と牛肉」
　 岩手県産牛乳は、まろやかでコクがあって好き

です。ほぼ毎日飲んでいます！

　 牛肉は、小岩井農場に行った際に食べたお肉に

感動し、そこから大好きになりました。岩手県産

のお肉はとても美味しいです！

❸ いわて純情むすめに選んでいただき、とても
嬉しく思います。活動していく中で、私自身も
岩手のことをもっと知っていき、「岩手の農畜
産物っていいな」と、県内外のたくさんの方に
思っていただけるように、笑顔で精一杯頑張っ
ていきたいです。1年間よろしくお願いします！

❶趣味：犬と遊ぶこと
　特技：書道、さんさ踊り

❷「きゅうり」
　 岩手のきゅうりは、緑色が濃くてみずみずしく、
パリッとした食感が特徴です。キンキンに冷や
したきゅうりをそのまま生で食べてみるとその
みずみずしさを感じることができるのでおすす
めです。私の一押しは、きゅうりの浅漬けです！
いつもあっという間に食べきってしまいます。

❸ 県内外問わず、たくさんの地に足を運び、岩
手の農畜産物の魅力を伝えていきたいです。
その魅力を知るきっかけが私の言葉であった
ならとてもうれしいです。笑顔と明るさを忘れ
ず、精一杯頑張ります！！１年間よろしくお願い
します！

❶趣味：ハンドメイドと読書
　特技：書道　

❷「お米」
　 岩手県の農畜産物はどれも魅力的ですが、そ
の中でも毎日食べるお米が特に好きです。炊
きたてのお米のつややかさは世界一だと思
います。

❸ いわて純情むすめとして活動させて頂けること
を大変光栄に思います。私自身まだまだ知らな
い岩手の農畜産物の魅力を県内外・さらには
世界に広げていきたいです。たくさんの方々と
の繋がりを大切に笑顔で1年間頑張っていきま
すのでよろしくお願いします。
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間
、県
内
外
の
活
動
を
通
し
て
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を
全
国
へ

し
ま
す
！

❶❸

園
芸
部
生
産
販
売
課
で
は
、生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
に
向
け
、園
芸
産
地
確
立

事
業
に
よ
る
生
産
振
興
、特
に
も
近
年
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
夏
場
の
収
量

確
保
を
は
か
る
べ
く
、気
候
変
動
に
起
因
す
る
高
温
に
よ
る
生
産
物
の
品
質
低
下

対
策
等
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、園
芸
品
目
実
証
農
場（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・

ピ
ー
マ
ン
）に
お
け
る
実
証
成
果
を
蓄
積
し
将
来
的
な「
純
情
産
地
い
わ
て
」園
芸

品
目
の
生
産
基
盤
と
す
べ
く
、取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、販
売
対
策
と
し
て
直
接
販
売
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、生
産
・

流
通
コ
ス
ト
上
昇
に
と
も
な
う
適
正
価
格
販
売
へ
の
理
解
促
進
を
目
的
に
、消

費
宣
伝
活
動
を
強
化
し
ま
す
。そ
し
て
、輸
送
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
、レ
ン
タ

ル
パ
レ
ッ
ト
の
活
用
、集
約
輸
送
の
実
施
に
よ
り
さ
ら
な
る
輸
送
効
率
化
を
す

す
め
ま
す
。

1.

生
産
振
興
対
策

◉
気
候
変
動
に
対
応
し
た
暑
熱
対
策
資
材
導
入
や
品
質
向
上
対
策
資
材
の
助
成

◉
関
係
機
関
と
連
携
し
た
品
質
維
持
へ
向
け
た
対
策
強
化

◉
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
や
バ
イ
オ
炭
の
有
効
性
検
証
と
導
入
推
進

◉「
う
ぃ
ず
Ｏ
ｎ
ｅ
展
示
圃
場
」で
の
実
証
継
続
と
コ
ス
ト
低
減
栽
培
へ
の
取
り
組
み

◉「
先
進
園
芸
実
証
農
場
」で
の
単
位
収
量
の
増
加
と
生
産
者
導
入
ス
キ
ー
ム
の

構
築

2.

販
売
対
策

◉
重
点
市
場
・
量
販
店
へ
の
出
荷
拡
大
と
直
接
販
売
取
引
の
拡
大

◉
流
通
・
包
装
資
材
の
県
下
統
一
へ
向
け
た
取
り
組
み
強
化

◉
品
質
強
化
対
策
実
施
に
よ
る
園
芸
品
目
の
販
売
先
確
保

◉
物
流
の
強
化
と
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
の
利
用
拡
大

◉
生
産
現
場
で
の
実
情
理
解
促
進
と
消
費
を
喚
起
す
る「
消
費
者
理
解
醸
成
活
動
」

の
強
化

園
芸
部
生
産
販
売
課
の
取
り
組
み

各事業部における活動を紹介します。今回は園芸部生産販売課の生産振興・販売対策です。

各事業部の取り組み

先進園芸実証農場　ピーマン自動収穫ロボット

うぃずOne展示圃場　ミニトマト定植の様子
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JA 全農いわてホームページ
JA全農いわて 純情ブランド推進室

■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。

２０２５いわて純情むすめが決定いたしました！ 一年間の活動をぜひ楽しみにしていてください！
純情むすめの応援をよろしくお願いします。　（嶋中）

タイトルのKlara（クラーラ）は、宮沢賢治の手帳にしるされている言葉で、エスペラント語で「晴」「暖かい」を意味します。
全農の未来がそして世の中の全てが、明るく晴れやかにという願いが込められています。

〒020-8605 盛岡市大通一丁目2番1号　TEL019-626-8629　FAX019-626-8634

https://www.junjo.jp
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